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1 介護保険課 01 01 01 001 一般事務費 01 一般事務費 3,301 3,301 0 3,330 ▲ 29

○介護保険事業の運営に要する一般事務費
・保健福祉推進市民会議に要する費用（報酬及び費用弁償）
・各種会議出席旅費
・介護関係図書購入
・パンフレット購入
・その他事務用品
・郵便料及び電話料
・介護保険システム維持に要する費用
・複写機借上料
・介護支援専門員実務試験受験手数料
【その他財源：その他一般会計繰入金3,301千円】

2 介護保険課 01 01 01 100 職員管理費 01 職員管理費 43,368 43,368 0 37,970 5,398
○介護保険事業の運営に従事する職員給与費等
【その他財源：職員給与費繰入金43,368千円】

3 介護保険課 01 01 01 800 各種負担金 01 各種負担金 50 50 0 50 0
○介護支援専門員実務研修受講料
【その他財源：その他一般会計繰入金50千円】

4 介護保険課 01 02 01 100 賦課徴収費 01 賦課徴収費 1,798 1,798 0 3,036 ▲ 1,238

○介護保険料賦課徴収に要する経費
・臨時事務員賃金、社会及び雇用保険料
・訪問徴収旅費
・納付書発送に係る経費（印刷代、郵便料等）
・口座振替手数料及び郵便振替手数料
【その他財源：その他一般会計繰入金1,798千円)

5 介護保険課 01 03 01 100 介護認定審査会費 01 介護認定審査会費 9,436 9,436 0 9,366 70

○富良野地区介護認定審査会運営に要する経費
・審査会委員報酬及び費用弁償
・臨時職員賃金、社会及び雇用保険料
・電話料及び郵便料
・複写機借上料
・介護認定研修交付金　720千円
･その他事務経費
【その他財源：認定審査会負担金5,373千円、事務費繰入金3,846千円、社会及び労働保険料217千円】

6 介護保険課 01 03 02 100 認定調査費 01 認定調査費 12,699 12,699 0 13,375 ▲ 676

○要介護認定調査等に要する経費
・臨時・嘱託職員賃金
・社会及び労働保険料（臨時・嘱託職員）
・訪問調査旅費
・主治医意見書作成手数料
・電話料及び郵便料
・訪問調査委託料
・その他事務経費
【その他財源：事務費繰入金11,926千円、社会及び労働保険料773千円】

7 介護保険課 02 01 01 100 居宅介護サービス給付費 01 居宅介護サービス給付費 595,000 160,650 74,375 255,208 104,767 640,400 ▲ 45,400

○居宅介護サービスに係る保険給付費用
・訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリ、通所介護、通所リハビリ、短期入所、居宅療養管理指導、福祉用具貸与、　認知症対応型
共同生活介護、特定施設入所者生活介護、小規模多機能型居宅介護
【その他財源：支払基金178,500千円、一般会計繰入金74,375千円、準備基金繰入金877千円、臨時特例基金繰入1,456千円】

8 介護保険課 02 01 02 100 居宅介護サービス計画給付費 01 居宅介護サービス計画給付費 54,000 14,580 6,750 23,162 9,508 52,600 1,400
○サービス計画作成に係る保険給付費用
【その他財源：支払基金16,200千円、一般会計繰入金6,750千円、準備基金繰入金80千円、臨時特例基金繰入132千円】

9 介護保険課 02 01 03 100 施設介護サービス給付費 01 施設介護サービス給付費 710,000 156,200 124,250 304,534 125,016 745,500 ▲ 35,500

○施設入所に係る保険給付費用
・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
・介護老人保健施設（老健）
・介護療養型医療施設
【その他財源：支払基金213,000千円、一般会計繰入金88,750千円、準備基金繰入金1,047千円、臨時特例基金繰入1,737千円】

財源内訳の数値についても確認願います。
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10 介護保険課 02 01 04 100 福祉用具購入費 01 福祉用具購入費 3,400 918 425 1,458 599 3,600 ▲ 200

○福祉用具購入に係る保険給付費用
・入浴、排泄等のための用具
・支給限度基準額→同一年度1種目1回　100千円
【その他財源：支払基金1,020千円、一般会計繰入金425千円、準備基金繰入金5千円、臨時特例基金繰入8千円】

11 介護保険課 02 01 05 100 住宅改修費 01 住宅改修費 10,000 2,700 1,250 4,290 1,760 10,300 ▲ 300

○住宅改修に係る保険給付費用
・手すりの取付け、段差の解消、床材の変更、扉の取替え、便器の取替え
・支給限度基準額→同一住宅で200千円
【その他財源：支払基金3,000千円、一般会計繰入金1,250千円、準備基金繰入金15千円、臨時特例基金繰入25千円】

12 介護保険課 02 01 06 100 特定入所者介護サービス費 01 特定入所者介護サービス費 72,000 15,840 12,600 30,882 12,678 72,000 0
○施設入所者及び短期入所者の食費・居住費に対する保険給付費用
・食費・居住費の負担が低所得者の方にとって過重な負担とならないよう所得に応じた低額の負担限度額を設けることにより、低所得者の軽減を図る。
【その他財源：支払基金21,600千円、一般会計繰入金9,000千円、準備基金繰入金106千円、臨時特例基金繰入176千円】

13 介護保険課 02 01 07 100 審査支払手数料 01 審査支払手数料 1,500 405 188 644 263 1,500 0
○保険給付費の審査支払手数料
・支払先　北海道国民健康保険団体連合会　　1件　75円
【その他財源：支払基金450千円、一般会計繰入金188千円、準備基金繰入金2千円、臨時特例基金繰入4千円】

14 介護保険課 02 02 01 100 高額介護サービス費 01 高額介護サービス費 34,100 9,207 4,262 14,625 6,006 34,100 0

○要介護者が1ケ月に支払った利用者負担が、一定の上限額を超えたときに、超えた分を利用者に払い戻す費用
・世帯単位の上限額
　　通常の場合　37,200円
　　住民税非課税世帯（第3段階）　　  24,600円
　　　　　　　　　　　　　　（第2段階）　　  15,000円
　　老齢福祉年金、生活保護受給者　 15,000円
○世帯の一年間の介護保険の利用者負担額と医療保険・後期高齢者医療の一部負担金等を合算した額が、一定の上限額を超えたときに、超えた分を利用者
に払い戻す費用(高額医療合算介護ｻｰﾋﾞｽ費)
・医療合算算定基準額
     現役並所得者(窓口負担が3割の方)   67万円
     一般(窓口負担が1割の方)                  56万円
     住民税非課税世帯(区分Ⅰ)                31万円
                             (区分Ⅱ)                      19万円
【その他財源：支払基金10,230千円、一般会計繰入金4,262千円、準備基金繰入金50千円、臨時特例基金繰入83千円】

15 介護保険課 03 01 01 100 転倒予防事業費 01 転倒予防事業費 1,771 428 213 787 343 1,772 ▲ 1
○加齢とともに歩行能力や下肢筋力の低下、全身のバランス能力が低下した高齢者に対し、転倒骨折予防教室を実施し、転倒、骨折による要介護状
態への移行を予防するすることを目的としています。
【その他の財源：支払基金514千円、一般会計繰入金213千円、雑入(参加料)60千円】

16 介護保険課 03 01 01 110 地域ふれあい支援事業費 01 地域ふれあい支援事業費 2,089 522 261 888 418 2,131 ▲ 42

○社会福祉協議会に委託し、連合町内会や地域のボランティアが主体的に実施する高齢者援助活動を支援します。ふれあいサロン・ふれあい託老の
活動があります。
・ふれあいサロン～地域の会館を利用し、一人暮らしや閉じこもりがちな高齢者が集まる場を開設しています。
・ふれあい託老～軽度の養護を要する高齢者で、何らかの事情で自宅で入浴の機会が持てない方、老人クラブなどの集まりに参加できない方、閉じ
こもりがちな方などを対象に、レクリエーション、入浴などの機会を提供しています。
利用者負担：1回参加費400円・送迎100円･入浴100円
【その他の財源：支払基金627千円、一般会計繰入金261千円】

17 介護保険課 03 01 01 130 生活機能評価事業費 01 生活機能評価事業費 1,935 484 242 822 387 2,036 ▲ 101

○特定高齢者（要介護状態になる可能性の高い高齢者）を把握するための事業で、高齢者の身体状況を確認（生活機能チェック）し、特定高齢者と
なる可能性のある方に、心電図検査や貧血の検査、医師の診察等(生活機能検査）を行います。特定高齢者となった方に介護予防に関する知識の啓
蒙普及を図るとともに、運動機能の低下した方には転倒骨折予防教室の参加を勧めます。
【その他の財源：支払基金580千円、一般会計繰入金242千円】

18 介護保険課 03 01 01 140 介護予防啓発事業費 01 介護予防啓発事業費 37 9 5 16 7 112 ▲ 75
○高齢者が要介護状態に移行することを予防するため、老人クラブなどへ介護予防に関する知識の啓蒙普及を行います。
【その他の財源：支払基金11千円、一般会計繰入金5千円】
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19 介護保険課 03 02 01 100 地域包括支援センター費 01 地域包括支援センター費 39,475 7,438 3,719 24,599 3,719 29,425 10,050

○高齢者の相談を総合的に受け必要な支援を行なう。要介護状態にならないような予防対策を立てるとともに、要介護状態になった場合はその高齢
者の状態に応じたサービスが提供されるよう継続して支援する。地域の関係機関のネットワークをつくる。といった事を総合的に行う機関を運営す
る。
【その他財源、一般会計繰入金17,359千円　サービス計画費7,237千円　認定調査委託収入3千円】

20 介護保険課 03 02 02 150 高齢者配食サービス事業費 01 高齢者配食サービス事業費 5,366 2,146 1,073 1,073 1,074 5,558 ▲ 192

○調理が困難な高齢者等に栄養バランスのとれた食事を1日1食(夕食）届け、配達時、安否を確認し、健康状態に異常があった場合には関係機関等
への連絡を行ないます。
・利用者負担　1食400円
【その他の財源：一般会計繰入金1,073千円】

21 介護保険課 03 02 02 170 高齢者介護用品支給事業費 01 高齢者介護用品支給事業費 7,449 2,980 1,490 1,490 1,489 7,657 ▲ 208

○在宅の高齢者を介護している家族又は紙おむつを使用している在宅高齢者に対し、費用を一部助成することによって、経済的負担の軽減を図ると
ともに、高齢者の在宅生活の継続を支援します。
・対象者
①介護用品の助成：要介護４又は５の認定を受けた高齢者を、在宅で介護している家族
②紙おむつの助成：要支援1,2･要介護1～3の認定を受け、失禁のため毎日紙おむつを使用している高齢者
･支給額(年額）
①介護用品券
市民税非課税世帯　　90,000円
市民税課税世帯　　　42,000円
②紙おむつ券
市民税非課税世帯　　30,000円
市民税課税世帯　　　12,000円
【その他の財源：一般会計繰入金1,490千円】

22 介護保険課 03 02 02 190 介護給付等費用適正化事業費 01 介護給付等費用適正化事業費 210 84 42 42 42 1,050 ▲ 840
○利用者に適切なサービスを提供できる環境の整備を図るとともに、介護給付費等に要する費用の適正化のための事業を実施する。
・システム保守委託料
【その他の財源：一般会計繰入金42千円】

23 介護保険課 04 01 01 200
介護保険給付費準備基金積立
金

01 介護保険給付費準備基金積立金 56 56 0 120 ▲ 64
○介護保険料の剰余金及び基金利子は、基金に積み立てて次年度以降の介護給付費の財源とする。
・基金利子積立金　56千円
【その他の財源：準備基金利子56千円】

24 介護保険課 05 01 01 100 一時借入金利子 01 一時借入金利子 250 250 0 262 ▲ 12
○介護保険特別会計において歳計現金が不足したとき、市中金融機関から一時借り入れする場合の利子
【その他財源：その他一般会計繰入金250千円】

25 介護保険課 06 01 01 100
介護保険料還付金及び還付加
算金

01
介護保険料還付金及び還付加算
金

510 510 0 550 ▲ 40
○過年度分の保険料還付及び加算金
【その他財源：その他一般会計繰入金510千円】

27 介護保険課 07 01 01 100 予備費 01 予備費 500 487 13 500 0
○不測の事態により予算に不足が生じた場合のための使途を特定しない目的外予算
【その他財源：その他一般会計繰入金487千円】

1,610,300 374,591 231,145 0 736,475 268,089 1,678,300 ▲ 68,000


